
 

 

 

戦争させない市民の風・北海道 第７回定期総会 

 

議 案 書 
 

日時 2023年 6月 11日(日) 13:30～16:00 

場所 札幌エルプラザ 2階 環境研修室 

議題 

 1. 総括と今後の方針 

 2. 会計・監査 報告 

 3. 規約改正 

 4. 役員選出 

    5. その他 

      
備考 

 1. 今回の総会は、会員が集まっての面談の会議方式を基本にし、 

            ZOOMを併用します。 

 2. 当日は、この議案書をご持参ください。 





 

 

             ２０２２年度活動報告・総括（案） 

 

２２年は、後世の人がふりかえったとき、歴史の転換点、分岐点となった年だったと総

括されるでしょう。２月のロシアによるウクライナ侵略、７月には安倍元首相の銃撃事

件、参議院選、９月には安倍国葬。さらに年末には、ロシアの侵略や台湾有事を奇禍とし

て、岸田政権は安保関連三文書を改訂し、専守防衛もかなぐりすてた軍拡路線への大転換

を閣議決定しました。 

市民の運動をふりかえると、昨年２月から、若者たちが、札幌駅南口広場で、ウクライ

ナ戦争反対の抗議行動をはじめました。市民の風では「ウクライナプロジェクト」を立ち

上げ、行動に参加したほか、抗議声明、署名など取り組み２月２８には、ロシア領事館へ

の抗議行動、４月２０日には、上田共同代表とロシア総領事の会談を実現させました。毎

週日曜日１１時からのスタンディングは、毎回５，６０人から１００人を超える人が参

加。５月以降は、市民の風主催のスタンディングを継続、市民の風ライヴ隊は歌を通じて

平和を訴えました。足を止める人々が多く、音楽の力を感じた日々でもありました。雪の

多い札幌で、外でのスタンディングは厳しいものがあり、１０月３０日からは「金平茂紀

氏講演会」など屋内での行動でしたが、年明けから、毎月第二土曜日に札幌駅南口でのス

タンディングを再開、平和への想いを訴える場を提供しています。 

安倍元首相の銃撃は、大きな衝撃でした。あらゆる暴力は認めることはできませんが、

安倍政権の数々の憲法破壊、民主主義破壊の政策は徹底的に批判されるべきです。旧統一

教会をめぐる数々の自民党と教会の癒着。統一教会が日本の政治の根っこまで、浸食して

いる問題はひとつも解決されていないことを忘れてはなりません。岸田首相は法的根拠も

ない安倍国葬を９月２７日実施しました。市民の風では有志が、国葬反対アクションや、

水島朝穂早大教授の講演会、南口スタンディングなど行い、国葬反対の市民の声の受け皿

となりました。 

６月２２日告示の参議院選挙では、市民の風として、立憲野党の各候補との意見交換を

行い、政策の方向に大きな違いがないことを確認し、徳永エリ・石川ともひろ・はたやま

和也 各候補、比例代表では社会民主党をそれぞれ推薦しました。しかし、安倍元首相銃

撃直後の参議院選挙は、苦戦を強いられ、北海道定数３議席のうち１議席の獲得にとどま

りました。全国的にみても３２の１人区で、立憲野党が選挙協力できたのは１１区にとど

まり、４勝２８敗という残念な結果でした。すべての選挙区で統一候補を擁立し１１勝で

きた１９年から大きく後退しました。２３年４月の北海道知事選ふくむ、統一自治体選挙

では、立憲民主党・国民民主党・連合・農民政治連盟４者による知事候補擁立は難航し池

田まき氏が候補となったのも２月という遅いものでした。市民の風としては昨年のうち

に、早い時期での候補擁立や、政策について、軍拡反対、憲法改悪反対などを、公約に盛

り込むことなどを要望していました。しかし、立憲民主党の「共闘」への姿勢は消極的

で、政策協定など文書を交わすことはできない、共闘ということばも使用しない、候補と

の懇談もできない、など疑問も多く、市民の風は、池田まき候補の支援を決定したものの

知事選への積極的協力の機運は盛り上がりませんでした。立憲野党の姿勢とともに、「野党

共闘」を標榜してきた市民の風の運動そのものが今、問われています。しかし世界は待っ

たなし、様々な困難を乗り越え市民の力を磨き、奮闘をする時は今です。「新たな戦前にさ

せない」平和への道を切り開きましょう。                       



ライブ隊活動について 

１、 結成の経過から現在まで 

ライブ隊が作られたのは 2017年「共謀罪」が国会で審議され始めたころ、「やっ

てもいないことを罪に問う」天下の悪法を通すわけにはいかない、何とかしなければ

という思いから「共謀罪ブルース」という替え歌を作り街頭で歌い始めたのが最初で

した。 

 当時も街頭でビラ宣伝をしても少数の人しか受け取ってくれない為 

少しでも興味を持ってもらうために何かしなければと街頭ライブ隊の結成に至りま

した。事務局会議で議論を始めた時には異論もありましたが、実際にやり始めたら技

術的に未熟であっても間違いなく道行く人たちの興味を引くことは出来たと思いま

す。 

 加藤登紀子さんは「社会は人を分断する暴力に満ちている。だからこそ歌がある。」

と言います。ライブ隊の経験は分断された人たちと「市民の風」をつなぎ留める一定

の効果を発揮したのではないでしょうか。 

 ライブ隊が結成されてほぼ 6年が経ちました。当初は誰もが知っている曲にオリジ

ナルな歌詞を作り、替え歌にしたり、寸劇も交えて「政治を問う」内容でした。最近

はオリジナル曲を作ったり、勇気あるシンガーソングライターが作った社会批判の曲、

平和を歌う曲なども時期に合わせて歌うようにしています。具体的な活動は総括・方

針に記されていますのでそちらをご覧ください。 

  

２、 市民運動の発展に寄与するライブ隊活動を  

 昨年からのロシアのウクライナ侵攻もあり、その後の安倍「国葬」反対、「冗談じ

ゃねえ軍拡」運動など、市民の風の活動は休まる暇がない状況が続いており、それに

伴ってライブ隊活動も評価していただき出番が増えてきています。 

 ライブ隊活動の目的は、市民運動の発展により社会を変える力をつける「きっかけ

づくり」であり、主役ではありません。 

今まではライブ隊は独自にやりたいことをやらせていただいていましたが、北海道の

市民運動に貢献できているのか検証しながら今後も活動を進めて行かなければと思

います。出来ることは限られていますが、その範囲内で他の部門との連携を図ってい

きます。 

又、北海道の札幌以外の地区からの要請があればＺｏｏｍ等をネットを利用して交流

を図り、その地域でも音楽活動が広がる手助けになればと思います。 

 音楽や文化活動の最大の利点は、運動に活力をつけ、参加している人たちと見てい

る人たちが楽しさを感じて、心を開放してくれることです。この分野は今後ますます

期待されてくると思います。 

 若手の参加もしっかり念頭に置きながら活動を進めて行きます。 
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